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平成22年度内閣府沖縄担当部局
予算案決定

「景気対応緊急保証」の創設等の
中小企業資金繰り対策について



群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。★本誌タイトルについて★

「安全・安心・快適・定時」を目指す沖縄県民の足として、開業以来、人身事故発生件数ゼロを続け
ているゆいレールでは、「安心」をすべての基本とする企業風土を構築するため、社長をはじ

め全従業員が一丸となって安全輸送の確保に取り組んでおり、様々な安全対策を講じています。
①異常時訓練
　鉄道を狙ったテロが発生した際、機敏な対応をとれるようお客様の避難誘導体制や警察・消防等との連絡通
報体制を確認するためにＮＢＣテロ（核、生物、科学）を想定した総合異常時訓練や、可動安全柵扉（ホームド
ア）復旧訓練及び車椅子乗降装置取扱訓練、車両故障を想定した車両連結訓練及び車両間横取りブリッジ及
び取扱い訓練などを毎年１回、定期的に実施しています。
②安全対策委員会の実施
　会社内での安全対策等を検討する最も重要な会議として、２ヶ月に１回、社長以下役職者、関係者が集まり、
前月までに発生した事故等について再発防止のための検討及び事故情報の収集等を行っています。
③安全点検の実施
　毎月第１水曜日に安全統括管理者、業務部長、運転管理者の３者が営業列車への添乗、各部署作業への巡視
等を行うなど定期的な安全点検を行っています。
　このような努力の結果、沖縄都市モノレール㈱に対して平成２０年１１月に実施された運輸安全マネジメント
評価では、ゆいレールは「安全管理体制の構築、実施及び維持に関する取組に対して、経営トップの強いリー
ダーシップによる安全風土構築に向けた積極的な取組及び安全統括管理者の責務と権限に関する管理を実施
していると評価を受けましたが、安全性をスパイラルアップさせるためには、安全監理体制の継続的な改善及び
不断の取組が不可欠である。」と評価及び助言を受けています。

5

安全対策
の

ヒ・ミ・ツ
営業車両への添乗による安全点検

車両間横取りブリッジ及び取扱い訓練

ＮＢＣテロを想定した訓練

　　

　日本一早く咲くことで有名な沖

縄の寒緋桜は、名護城跡一帯に

整備された名護中央公園で、約2

万本も植え込まれ、鮮やかなピン

ク一色に包まれた約２ｋｍに渡る

並木遊歩道は、桜見には絶好の

散歩コースとなっています。公園

頂上の展望台からは、エメラルド

グリーンの東シナ海や名護市内が

一望でき、寒緋桜との美しいハー

モニーを奏でる風景にひたること

ができます。

　沖縄の桜は濃いピンク色の花び

らと花弁が小さいのが特徴で、下

向きに咲き、散る時は花びらごと

ポトりと地面に落ちます。一足先

に沖縄に春の便りを告げる名護城

跡の桜は、平成２年に「日本さく

ら名所百選」に選ばれています。

　本年の名護さくら祭りは１月

３０、３１日で開催され、名護の

市街地を中心とした祭り会場では

多彩なイベントが繰り広げられ多く

の花見客で賑わいを見せました。
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【名護城跡の寒緋桜】

（名護市）

なかゆくい ＊シリーズ⑥　〜「省エネ法」が変わります！！〜

アジア青年の家内閣府だより

お知らせ

総務部

農林水産部

経済産業部

平成22年度内閣府沖縄担当部局予算案決定

戸別所得補償モデル対策が４月からスタートします

「景気対応緊急保証」の創設等の中小企業資金繰り対策について
仕事の窓①　財務部
管内経済情勢報告

仕事の窓②　農林水産部
海人が中心となって取り組むサンゴ礁の保全活動

仕事の窓③　農林水産部
平成21年度「農林水産物・食品輸出オリエンテーション会」を開催しました

仕事の窓④　開発建設部
大規模自然災害時における緊急災害対策派遣隊の役割について

仕事の窓⑤　運輸部
沖縄発！「外国人ひとり歩き点検隊」を実施しました！

総　務　部　入札談合行為の排除・未然防止のための取組

財　務　部　「生活設計・資産運用について考えるシンポジウム」を開催

財　務　部　「地域密着型金融に関するシンポジウム in おきなわ」を開催

運　輸　部　平成 21 年度 通訳ガイド制度周知強化月間の実施について

特
集

局
の
動
き

仕
事
の
窓

地域の目 観光プロデューサー   中村　圭一郎地域振興の未来を考える



観光プロデューサー●　中村　圭一郎

地域 の 目 シリーズ⓴

   C
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私
は
15
年
前
に
阪
神
大
震
災
で
被
災

し
、
そ
の
影
響
も
あ
り
12
年
前
に

沖
縄
へ
移
住
し
た
。
そ
れ
か
ら
観
光
産
業

に
興
味
を
持
ち
、
世
界
33
カ
国
を
訪
問
し

て
ツ
ー
リ
ズ
ム
現
状
を
独
学
し
た
。
そ
し

て
、
8
年
前
に
ガ
イ
ド
業
を
始
め
た
。
そ

の
頃
、
あ
る
先
輩
か
ら
「
観
光
は
平
和
産

業
で
あ
る
」
と
教
わ
っ
た
。
現
在
は
、
観

光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
い
う
職
業
で
地
域

の
観
光
振
興
に
携
わ
る
仕
事
を
し
て
い

る
。

　

私
が
創
造
す
る
観
光
の
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
は
、
一
言
で
「
僕
ら
と
地
球
が
旅
を
す

る
」
と
い
う
、
人
に
も
地
球
に
も
い
い
観

光
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
糸
満
市
と
い
う
地
域
で
は
、

7
年
前
か
ら
市
職
員
や
地
域
か
ら
課
題
を

抽
出
し
、地
域
の
N
P
O
と
一
緒
に「
あ

ん
ま
ー
（
お
か
あ
さ
ん
）
文
化
」
の
魅
力

を
伝
え
る
市
場
の
街
歩
き
や
、「
海
人
・

海
洋
文
化
の
継
承
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
サ

バ
ニ
（
木
舟
）
を
活
用
し
た
体
験
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

　

一
昨
年
度
に
内
閣
府
が
主
催
し
た
「
ア

ジ
ア
青
年
の
家
」
事
業
で
も
、
ア
ジ
ア
各

国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
高
校
生
た
ち
に
、
こ

の
サ
バ
ニ
を
活
用
し
た
交
流
型
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
た
。
内
容
は
、
ビ
ー
チ
で
3

艇
の
サ
バ
ニ
を
使
い
「
糸
満
ハ
ー
レ
ー
」

さ
な
が
ら
の
サ
バ
ニ
競
争
を
実
施
し
た
。

ま
た
そ
の
中
で
私
は
、
２
つ
の
テ
ー
マ
を

掲
げ
た
。
①
青
年
た
ち
の
国
際
交
流
を
深

め
る
こ
と
。
②
糸
満
市
の
海
洋
文
化
の
魅

力
を
伝
え
る
こ
と
。
だ
っ
た
。

　

サ
バ
ニ
と
い
う
舟
を
使
用
し
て
漁
を
し

て
い
た
時
代
の
話
や
ミ
ー
カ
ガ
ン
と
い
う

水
中
眼
鏡
の
原
型
と
な
る
海
洋
文
化
の
歴

史
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
伝
え
、
青

年
た
ち
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
制
の
サ
バ
ニ
競

争
を
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
当
日
の
現

場
運
営
は
、
市
職
員
や
地
元
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
一
緒
に
受
入
を
行
い
、「
本
当

に
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
」
と
喜
ん

で
も
ら
え
た
。
こ
う
い
っ
た
事
例
は
、
国

と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
理
想
の
地
域
振

興
へ
の
一
歩
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
そ
の
機

会
を
民
間
企
業
や
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
一
丸

と
な
っ
て
、
持
続
可
能
な
地
域
観
光
の
発

展
に
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
観
光
振
興
を
目
的
と
し
た
産
業

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く
の

だ
ろ
う
か
？

　

私
は
、
こ
こ
10
年
で
経
済
的
な
振
興
の

価
値
か
ら
、
文
化
的
な
振
興
の
価
値
（
幸

福
感
）
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
消
費
者
も
環
境
問
題
に
対
す
る

経
済
的
な
コ
ス
ト
負
担
を
理
解
し
て
い
る

中
、
生
産
者
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
供
給

側
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
自
然
に
対
し
て
持
続

可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き

た
。
ま
た
、
こ
の
不
況
も
あ
り
、
消
費
者

も
高
い
お
金
を
払
っ
て
不
満
を
解
消
す
る

旅
行
（
手
段
）
を
選
択
す
る
時
代
で
は
な

く
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
変
化
す

る
価
値
観
を
自
分
自
身
で
体
験
す
る
「
学

び
の
旅
へ
の
投
資
」
と
い
う
考
え
が
一
般

的
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
「
観
光
」
と
は
、
そ
の
土
地
の
自
然
に

生
き
る
人
々
の
暮
ら
し
を
体
感
し
、
共
有

す
る
平
和
交
流
産
業
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
、
も
は
や
学
問
と
い
う
概
念
を
超

え
た
人
々
の
「
心
の
力
」
に
ま
で
影
響
を

与
え
て
い
る
。
ま
さ
に
生
き
る
勇
気
や
希

望
、
そ
し
て
日
々
の
創
造
力
を
豊
か
に
し

て
く
れ
る
機
会
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
反

面
で
地
域
の
自
然
や
文
化
を
飲
み
込
み
、

時
に
は
街
全
体
を
灰
同
然
に
し
て
し
ま
う

怖
さ
も
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、
時
代
の
変
化
の

中
で
「
沖
縄
」
と
い
う
価
値
観
を
長
期
的

に
ビ
ジ
ョ
ン
化
し
、
沖
縄
全
体
の
地
域
と

産
業
が
、
有
機
的
で
持
続
可
能
な
つ
な
が

り
を
創
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
人
々
や
自
然
の
大
小
豊

か
な
多
様
性
が
こ
の
島
の
未
来
に
と
っ

て
、
ど
れ
ほ
ど
価
値
あ
る
財
産
か
を
改
め

て
知
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
さ
ほ
ど

難
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
普
段
沖
縄
の

人
々
が
口
に
す
る
「
沖
縄
が
一
番
大
好
き

さ
」
と
い
う
、
そ
の
「
心
の
力
」
に
表
わ

さ
れ
て
い
る
。
あ
と
は
、
一
致
団
結
、
こ

の
島
の
平
和
の
た
め
に
老
若
男
女
、
国
も

地
域
も
一
丸
と
な
っ
て
行
動
す
る
だ
け
で

あ
る
。

　

私
は
、
そ
ん
な
中
で
観
光
と
い
う
専
門

性
を
活
か
し
て
、
よ
り
具
体
的
で
楽
し
い

機
会
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
こ
の
島
の
平

和
と
発
展
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
思
う
。

「地域振興の未来を考える」
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特集Ⅰ
こ
の
度
、平
成
22
年
度
内
閣
府

沖
縄
担
当
部
局
予
算（
政
府

案
）が
決
定
さ
れ
ま
し
た（
決
定
額
の

内
訳
は
別
表
を
御
参
照
く
だ
さ
い
）。

  
平
成
22
年
度
は
、
沖
縄
振
興
特
別

措
置
法
（
平
成
14
年
４
月
施
行
）

及
び
沖
縄
振
興
計
画
（
平
成
14
年
７

月
決
定
）
の
有
効
期
限
、
計
画
期
間

終
了
ま
で
残
す
と
こ
ろ
２
年
と
な
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
自
立
型
経
済
の
構

築
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
効
果
的
な

施
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
、
沖

縄
の
優
位
性
や
地
域
特
性
を
活
か
し

た
産
業
・
科
学
技
術
振
興
に
関
す
る

施
策
、
沖
縄
の
将
来
を
担
う
人
材
の

育
成
に
係
る
施
策
、
県
土
の
均
衡
あ

る
発
展
の
た
め
、
離
島
・
過
疎
地
域

の
活
性
化
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
た

め
の
施
策
、
総
合
的
・
戦
略
的
な
社

会
資
本
整
備
等
を
重
点
的
に
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
内
閣
府
沖
縄
担
当

部
局
が
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る

沖
縄
振
興
策
に
つ
い
て
以
下
の
と
お

り
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ　

 

自
立
型
経
済
の
構
築
に
向
け
た
取
組

⒈  

未
来
を
ひ
ら
く
Ｉ
Ｔ
産
業
の
振
興

・ 

情
報
産
業
核
人
材
育
成
支
援
事
業

・ 

沖
縄
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
信
頼
性
確
保

支
援
事
業

⒉ 

質
の
高
い
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成

・ 

環
境･

景
観
の
保
全
に
配
慮
し
た

観
光
振
興

　

 

環
境
共
生
型
観
光
地
形
成
支
援

事
業
（
22
新
規
）

・ 

文
化
資
源
活
用
型
観
光
戦
略
モ
デ

ル
構
築
事
業

・ 

風
景
づ
く
り
推
進
事
業

・ 

国
際
観
光
戦
略
モ
デ
ル
事
業

⒊ 

沖
縄
の
特
性
を
活
か
し
た
創
意
あ

ふ
れ
る
産
業
の
振
興

・ 

沖
縄
文
化
等
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
創
出

支
援
事
業（
22
新
規
）

・ 

新
産
業
創
出
人
材
育
成
事
業（
22
新
規
）

・ 

お
き
な
わ
新
産
業
創
出
投
資
事
業

・ 

沖
縄
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
創
出
事
業

⒋ 

産
業
の
振
興
と
一
体
と
な
っ
た
雇

用
の
安
定

・ 

子
育
て
マ
マ
の
就
職
技
術
力
向
上

支
援
事
業
（
22
新
規
）

・ 

地
域
巡
回
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ

ム
事
業
（
22
新
規
）

・ 

雇
用
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
事
業

⒌ 

こ
れ
か
ら
の
沖
縄
を
担
う
多
様
な

人
材
の
育
成

・ 

自
立
型
経
済
の
構
築
を
牽
引
す
る

産
業
に
お
け
る
人
材
育
成

　

Ｂ
Ｐ
Ｏ
人
材
育
成
モ
デ
ル
事
業

　

 

雇
用
直
結
型
金
融
人
材
育
成
支

援
事
業

・ 

ア
ジ
ア
青
年
の
家
事
業

・ 

子
供
科
学
力
養
成
塾
事
業

Ⅱ　

 

科
学
技
術
の
振
興
・
国
際
交
流

拠
点
の
形
成

　
・ 

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
開

学
準
備

・ 

知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
に
向
け
た

研
究
拠
点
構
築
事
業
（
22
新
規
）

・ 

空
港
・
港
湾
等
の
社
会
資
本
整
備

（
那
覇
空
港
の
抜
本
的
な
空
港
能

力
向
上
に
係
る
取
組
の
推
進
、
那

覇
港
・
石
垣
港
に
お
け
る
大
型
旅

客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
等
）

Ⅲ　

 

環
境
共
生
型
社
会
の
基
盤
づ
く

り

・ 

沖
縄
に
お
け
る
赤
土
等
の
発
生
源

対
策
推
進
事
業

・ 

沖
縄
島
北
部
地
域
生
態
系
保
全
事

業
・ 

環
境
共
生
型
観
光
地
形
成
支
援
事

業
（
再
掲
）

・ 

風
景
づ
く
り
推
進
事
業（
再
掲
）

Ⅳ　

 

県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め

の
取
組

・ 

南
北
大
東
地
区
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
推
進
事
業
（
22
新
規
）

・ 

離
島
の
社
会
資
本
整
備
（
新
石
垣

空
港
、
石
垣
港
離
島
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
伊
良
部
架
橋
等
）

・ 

沖
縄
北
部
活
性
化
特
別
振
興
事
業

費（
非
公
共
）（
22
新
規
）

・ 

沖
縄
北
部
活
性
化
特
別
振
興
特
定
開

発
事
業
推
進
費（
公
共
）（
22
新
規
）

予算案決定

02
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Ⅴ　

 

基
地
負
担
の
軽
減
と
跡
地
利
用
の
推
進

・ 

大
規
模
駐
留
軍
用
地
跡
地
等
利
用

推
進
費

・ 

駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
推
進
に
必

要
な
経
費

・ 
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性
化
特

別
事
業

Ⅵ　

 

安
全
・
安
心
な
生
活
の
確
保
の
た
め
の
取
組

・ 

医
師
確
保
の
促
進（
無
医
地
区
医

師
派
遣
費
等
補
助
金
等
）

・ 

医
療
施
設
の
整
備（
県
立
宮
古
病

院
の
移
転・新
築
）

・ 

沖
縄
不
発
弾
等
対
策
事
業
の
抜
本
的
な
拡
充

・ 

旧
軍
飛
行
場
に
よ
り
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
分
散
さ
れ
た

地
域
に
お
け
る
特
別
振
興
事
業

Ⅶ　

 

沖
縄
の
着
実
な
発
展
を
支
え
る

基
盤
づ
く
り

⒈  

産
業
の
発
展
を
支
え
る
社
会
基
盤

の
整
備

・ 

沖
縄
西
海
岸
道
路
、
那
覇
空
港
自

動
車
道
等
の
整
備

・ 

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業 

宮
古

伊
良
部
地
区

・ 

那
覇
空
港
の
抜
本
的
な
空
港
能
力

向
上
に
係
る
取
組
の
推
進（
再
掲
）

・ 

新
石
垣
空
港
の
整
備
（
再
掲
）

・ 

那
覇
港・石
垣
港
に
お
け
る
大
型
旅

客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備（
再
掲
）

⒉  

県
民
生
活
を
支
え
る
社
会
基
盤
の

整
備

・ 

災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
（
億
首

ダ
ム
、
無
電
柱
化
の
推
進
等
）

・ 

生
活
環
境
基
盤
の
整
備
（
新
石
川

浄
水
場
等
）

・ 

安
全・安
心
な
学
校
づ
く
り
の
推
進

・ 

安
全
な
離
島
間
交
通
の
確
保
（
竹

富
南
航
路（
事
業
化
検
証
調
査
）、

伊
良
部
架
橋（
再
掲
）等
）

Ⅷ　

 

そ
の
他

・ 

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
及
び
沖
縄

振
興
計
画
に
基
づ
く
施
策
、
事
業

全
般
に
つ
い
て
総
点
検
を
行
う
と

と
も
に
、
鉄
軌
道
の
可
能
性
を
含

め
た
将
来
の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

の
あ
り
方
な
ど
、
今
後
の
沖
縄
振

興
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
た
め
に
必
要
な
総
合
的
な
調
査

を
実
施

・ 

沖
縄
県
の
厳
し
い
経
済
情
勢
や
雇

用
状
況
等
に
鑑
み
、
経
済
雇
用
対

策
な
ど
緊
急
の
課
題
に
機
動
的
・

弾
力
的
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成

22
年
度
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
特
別

振
興
対
策
調
整
費
等
に
お
い
て
特

別
に
30
億
円
を
増
額

平成２２年度　　　
内閣府沖縄担当部局　

事項 前年度
予算額

平成22年度
予算（案）

対前年度比
増△減額 比率

Ⅰ．基本的政策企画立案等経費 24,449 28,634 4,184 117.1
　１．沖縄振興計画推進・評価調査費 170 200 30 117.6
　２．沖縄における産業・科学技術振興関係経費 8,026 9,943 1,917 123.9
　３．沖縄離島活性化関係経費 23 754 731 3,267.2
　４．普天間飛行場等駐留軍用地跡地利用推進関係経費 333 423 90 127.0
　５．沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業費 33 121 89 372.2
　６．沖縄北部特別振興対策事業費 5,000 0 △5,000 皆減
　７．沖縄特別振興対策調整費等 5,000 8,000 3,000 160.0
　８．沖縄北部活性化特別振興事業費 0 3,500 3,500 皆増
　９．その他 5,865 5,692 △173 97.1
Ⅱ．沖縄振興開発事業費等 220,244 201,160 △19,084 91.3
　１．沖縄振興開発事業費 216,623 198,209 △18,414 91.5
　　（１）公共事業関係費 196,905 176,767 △20,138 89.8
　　（２）沖縄教育振興事業費 9,888 11,982 2,094 121.2
　　（３）沖縄科学技術大学院大学施設整備費 5,511 5,142 △369 93.3
　　（４）沖縄保健衛生等対策諸費 1,342 1,340 △ 2 99.9
　　（５）沖縄農業振興費 2,978 2,978 0 100.0
　２．沖縄振興特別交付金 90 90 0 100.0
　３．戦後処理経費 527 856 329 162.5
　４．沖縄体験滞在交流促進事業経費 54 54 0 100.0
　５．沖縄振興開発金融公庫補給金 2,950 1,951 △999 66.1

計 244,693 229,794 △14,900 93.9

平成２２年度内閣府沖縄担当部局予算案（単位：百万円、％）

※四捨五入の関係で、合計等は必ずしも一致しない。

 平成22年度内閣府沖縄担当部局予算案に
ついては、以下の内閣府HPも御参照くだ
さい。

http://www8.cao.go.jp/
okinawa/3/33.html
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特集Ⅱ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
林
水
産
部
農
畜
産

振
興
課
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
８
・
８
６
６
・
１
６
５
３

04

自
給
率
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
麦
・
大
豆
・
米
粉
用
米
・

飼
料
用
米
な
ど
に
つ
い
て
、 

シ
ン
プ

ル
で
分
か
り
や
す
い
助
成
体
系
の
下

に
生
産
拡
大
を
促
す
対
策
と
、
水
田

農
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
に
、

恒
常
的
に
赤
字
に
陥
っ
て
い
る
米
に

対
し
て
補
て
ん
す
る
対
策
を
セ
ッ
ト

で
行
い
ま
す
。

 

Ⅰ　

 

戸
別
所
得
補
償
制
度
が
目
指

す
方
向

食
料
自
給
率
の
向
上
は
、

我
が
国
の
主
要
課
題
。

○ 

食
料
の
輸
出
禁
止
や
暴
動
を
も
た

ら
し
た
世
界
的
な
食
料
需
給
構
造 

の
変
化
、
飢
餓
人
口
の
増
加
な

ど
、
自
給
率
向
上
の
必
要
性
は
高 

ま
っ
て
い
る
。

○ 

平
成
22
年
春
に
策
定
す
る
食
料
･

農
業
･
農
村
基
本
計
画
に
お
い

て
、
10
年
後
に
食
料
自
給
率
50
％

を
目
指
す
た
め
の
工
程
を
示
す
べ

く
検
討
中
。

自
給
率
向
上
の
た
め
に
は
、
日

本
の
優
れ
た
生
産
装
置
で
あ
る

水
田
を
余
す
こ
と
な
く
活
用
す

る
こ
と
が
重
要
。

○ 

日
本
の
農
地
の
生
産
性
は
、
海
外

と
比
べ
て
も
高
い
水
準
を
持
っ
て 

い
る
。

　

 （
10
ア
ー
ル
当
た
り
カ
ロ
リ
ー
生

産
性
が
日
本
は
欧
米
の
２
〜
３
倍
）

○ 

水
田
に
は
、
洪
水
防
止
機
能
、
水

源
涵
養
機
能
、
生
物
多
様
性
の 

保
全
な
ど
、
多
面
的
な
機
能
が
備

わ
っ
て
い
る
。

　
米
の
需
要
が
減
少
す
る
中
、

自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
、
米
以
外
の
作
物
の
生
産
を

増
大
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。

　
そ
の
前
提
と
し
て
、
水
田
農

業
の
経
営
を
安
定
さ
せ
、
自

給
率
向
上
に
取
り
組
む
環
境
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
。

モデル対策が
ートします。
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特集Ⅲ保証」の創設等の
り対策について

平
成
22
年
1
月
28
日
の
平
成
21

年
度
2
次
補
正
予
算
の
成
立

を
受
け
、「
明
日
の
安
心
と
成
長
の

た
め
の
緊
急
経
済
対
策
」
に
お
い
て

決
定
さ
れ
た「
景
気
対
応
緊
急
保
証
」

の
創
設
等
の
中
小
企
業
資
金
繰
り
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
景
気
対
応
緊
急
保
証
」
を
2
月
15

日
よ
り
開
始

• 

一
部
例
外
業
種
を
除
く
原
則
全
業

種
の
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

• 

対
象
業
種
の
指
定
基
準
・
利
用
企

業
の
認
定
基
準
を
改
め
ま
し
た
。

• 

平
成
22
年
度
末
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
を
延
長
・

拡
充

• 

雇
用
の
維
持
・
拡
充
に
取
り
組
む

企
業
へ
の
金
利
引
下
げ
幅
拡
充
等

の
措
置
を
実
施
し
ま
し
た
。

• 

平
成
22
年
度
末
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

中
小
企
業
支
援
施
策
の
「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
」
の
開
催

　

中
小
企
業
支
援
施
策
の
「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
」
は
、

昨
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
明

日
の
安
心
と
成
長
の
た
め
の
緊
急
経

済
対
策
」に
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
で
、

様
々
な
内
容
の
悩
み
を
抱
え
る
中
小

企
業
者
が
、
一
ヶ
所
で
相
談
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
昨
年
12
月
、
全
て
の

都
道
府
県
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
沖
縄
総
合
事
務

局
で
は
、
昨
年
12
月
24
日
と
28
日
の

２
日
間
、
関
係
機
関
の
協
力
の
下
、

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ

イ
」
を
那
覇
市
の
沖
縄
産
業
支
援
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
日
と
も
当
局
（
経
済
産
業
部
、

財
務
部
）
の
ほ
か
、
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
、
沖
縄
労
働
局
、
沖
縄
県
、

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
、
商
工
組

合
中
央
金
庫
、
沖
縄
県
信
用
保
証
協

会
、
中
小
企
業
診
断
協
会
、
地
域
力

連
携
拠
点
、
発
明
協
会
、
沖
縄
労
働

局
な
ど
合
計
12
機
関
が
、
資
金
繰
り

06

中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp/
kinyu/2010/100205
K
eikiS

upport.htm

(

/
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［経済産業部］ 「景気対応緊急保
　中小企業資金繰

や
雇
用
調
整
助
成
金
な
ど
の
「
金
融

支
援
」
や
、
新
商
品
開
発
、
知
的
財

産
権
と
い
っ
た
「
経
営
相
談
」
な

ど
、
分
野
ご
と
に
相
談
ブ
ー
ス
を
設

置
し
、
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
機
関
が
所
管
し
て
い
る

中
小
企
業
支
援
施
策
に
関
す
る
説
明

会
も
併
せ
て
開
催
し
、
担
当
者
に
よ

る
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
で
中
小
企
業
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
相
談
件
数
は
、延
べ
62
件（
相

談
者
数
41
名
）
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
28
件
と
最
も
多
く
寄
せ
ら
れ

た
相
談
は
資
金
繰
り
と
い
っ
た
「
金

融
支
援
」
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。

　

同
じ
中
小
企
業
者
が
様
々
な
案
件

を
相
談
す
る
た
め
複
数
の
相
談
ブ
ー

ス
を
訪
れ
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
時
間

内
で
効
率
的
に
相
談
を
さ
れ
て
い
る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

相
談
者
か
ら
は
「
こ
の
よ
う
な
取

組
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
普
段
敷
居

が
高
い
と
思
い
相
談
に
行
け
な
か
っ

た
公
的
機
関
に
対
し
て
、
相
談
し
や

す
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
昨
年
末
に
開
催
し
た

中
小
企
業
支
援
施
策
の
「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
」
が
好

評
だ
っ
た
こ
と
や
、
今
後
も
厳
し
い

経
済
状
況
が
続
く
も
の
と
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
年
度
末
に
お
い
て
も
全

て
の
都
道
府
県
で
中
小
企
業
支
援
施

策
の
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
・

デ
イ
」が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

沖
縄
で
も
２
月
25
日
に
那
覇
市
の
沖

縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
３
月
23

日
に
沖
縄
市
の
沖
縄
市
民
会
館
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

昨
年
末
の
時
に
相
談
に
来
れ
な

か
っ
た
方
や
今
年
に
入
っ
て
資
金
繰

り
が
厳
し
く
な
り
相
談
し
た
い
方

等
々
、
是
非
、
こ
の
機
会
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
御
自
身
の
お
悩
み
、
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
支
援
策
が
あ

る
の
か
、
今
、
何
を
す
れ
ば
良
い
の

か
等
、
自
社
の
経
営
課
題
等
に
つ
い

て
御
相
談
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

各
機
関
で
は
、
常
に
相
談
に
応
じ

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
取
組
を
一

つ
の
機
会
と
し
て
御
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
多
く
の
企
業
、
団
体
に
様
々
な

支
援
策
を
提
示
・
提
供
し
、
事
業
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
後
と
も
各
機
関
と
連
携
を
密
に

し
、
中
小
企
業
者
の
方
々
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。　

主催者を代表して挨拶する山内徹経済産業部長

関係機関での相談の様子

昨年実施の「ワンストップ・サービス・デイ」報告概要
１．日時及び場所
　　①　平成 21年 12月 24日（木）9:30 ～ 17:30
　　②　平成 21年 12月 28日（月）9:30 ～ 17:30
　　沖縄産業支援センター内会議室
２．主　催
　　中小企業庁､ 内閣府沖縄総合事務局､ 中小企業基盤整　　
　　備機構
３．共　催
　　厚生労働省
４．相談内容と参加機関
　①総合案内（沖縄総合事務局経済産業部）
　②県施策（沖縄県観光商工部）
　③金融（沖縄振興開発金融公庫、商工組合中央金庫那覇支
　　店、沖縄県信用保証協会）
　④経営・事業承継・農商工連携等
　　（中小企業診断協会沖縄県支部、沖縄県商工会連合会（地域
　　力連携拠点）、中小企業基盤整備機構沖縄事務所）
　⑤下請取引（沖縄県産業振興公社（下請かけこみ寺））
　⑥知的財産（発明協会沖縄支部､沖縄地域知的財産戦略本部 )
　⑦雇用・人材（沖縄労働局）
　⑧金融円滑化法（内閣府沖縄総合事務局財務部）
５．相談件数
　 ①平成２１年１２月２４日（木）：２５件（相談者数１９名）
　 ②平成２１年１２月２８日（月）：３７件（相談者数２２名）

【お問い合わせ先】 内閣府沖縄総合事務局経済産業部
 中小企業課 TEL098-866-1755
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仕事の窓 1仕事の窓 1

管
内
経
済
情
勢
報
告

・
観
光
は
旅
行
手
控
え
や
他
地
域
と
の
競
合
な
ど
か
ら
低
迷
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産
活
動
は
弱
含
み
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

・
公
共
事
業
は
前
年
を
上
回
り
、
個
人
消
費
は
、
経
済
対
策
等
に
よ
り
一
部
に
持
ち
直
し
の
動
き
が
続
い
て
い
ま
す
。

・
雇
用
情
勢
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

・
21
年
度
の
設
備
投
資
は
前
年
度
を
上
回
る
見
込
み
、
企
業
収
益
は
減
益
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
21
年
10
〜
12
月
期
の
企
業
の
景
況
感
は

　「
下
降
」
超
幅
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

・
先
行
き
に
関
し
て
は
、
雇
用
情
勢
や
国
内
景
気
動
向
に
留
意
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

財務部

総括判断

厳しい状況にあるものの、
一部に下げ止まりの動きがみられる

H21年10～12月期
観光が低迷しており、
厳しい状況にある

前回との比較

その他の
項目の動向

■
住
宅
建
設   

住
宅
建
設
を
新
設
住
宅
着

工
戸
数
で
み
る
と
、
持
家
、
貸
家
、
分
譲

住
宅
と
も
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
全
体
で
は
前
年
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。

       

■
設
備
投
資
　
21
年
度
の
設
備
投
資
計
画

額
を
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
（
21
年
10

〜
12
月
期
）
で
み
る
と
、
全
産
業
で
は
前

年
度
を
13
・
２
％
上
回
る
見
込
み
（
除

く
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
で
は
32
・
９
％

下
回
る
見
込
み
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

■
公
共
事
業

　公
共
事
業
の
動
向
を
公
共

工
事
前
払
金
保
証
請
負
額
（
累
計
）
で
み

る
と
、
前
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
個
人
消
費
を
み
る
と
、百
貨
店
は
、主

力
で
あ
る
衣
料
品
や
高
額
商
品
の
不
振

か
ら
、引
き
続
き
前
年
を
下
回
って
い
ま

す
。主
要
ス
ー
パ
ー
は
、消
費
者
の
低
価

格
志
向
や
天
候
要
因
に
よ
る
冬
物
衣
料

の
不
振
な
ど
か
ら
、足
元
で
は
前
年
を

下
回
って
い
ま
す
。コ
ン
ビ
ニエン
ス
ス
ト
ア

は
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
な
ど
の
販
売
促

進
の
取
組
に
よ
る
売
上
増
加
な
ど
か
ら
、

前
年
を
上
回
って
い
ま
す
。

　
耐
久
消
費
財
の
動
向
を
み
る
と
、新

　
入
域
観
光
客
数
は
、
節
約
志
向
や

厳
し
い
所
得
・
雇
用
情
勢
等
に
よ
る

旅
行
手
控
え
、
他
地
域
と
の
競
合
な

ど
か
ら
、
減
少
幅
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
観
光
関
連
施
設

入
場
者
数
や
主
要
ホ
テ
ル
の
客
室
稼

働
率
も
減
少
幅
が
拡
大
し
て
い
る
ほ

か
、
客
室
単
価
も
低
下
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
観
光
は
低
迷
し
て

　
一
般
職
業
紹
介
状
況
を
み
る
と
、

新
規
求
職
者
数
は
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
新
規
求
人
数
は
、
前
年
大
幅

減
の
反
動
増
や
雇
用
対
策
等
に
よ
り

増
加
に
転
じ
て
お
り
、
有
効
求
人
倍

率
（
季
節
調
整
値
）
は
低
水
準
な
が

ら
下
げ
止
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
雇
用
情
勢
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

主要項目の動向

❶
個人消費

主要項目の動向

❷
観　　光

主要項目の動向

❸
雇用情勢

一
部
に
持
ち
直
し
の
動
き
が

続
い
て
い
る

低
迷
し
て
い
る

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る

H21年7～9月期

管
内
経
済
は
、
観
光
が
低
迷
し
て
お
り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
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■
生
産
活
動

　製
造
業
の
生
産
活
動
は
、

金
属
製
品
、
鉄
鋼
で
は
、
棒
鋼
の
出
荷
が

県
外
向
け
に
増
加
、
ア
ル
ミ
が
県
内
向
け

に
増
加
し
て
い
る
も
の
の
全
体
で
は
前
年

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
食
料
品
で
は
、
酒

類
や
食
肉
加
工
品
な
ど
が
前
年
を
下
回
っ

て
お
り
全
体
で
も
低
調
と
な
っ
て
い
ま

す
。
窯
業
・
土
石
で
は
、
公
共
工
事
向
け

生
コ
ン
に
出
荷
の
動
き
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
生
産
活
動
は
一
部
に
動

き
は
み
ら
れ
る
も
の
の
弱
含
み
で
推
移
し

て
い
ま
す
。

■
企
業
収
益

　経
常
利
益
を
法
人
企
業
景

気
予
測
調
査
（
21
年
10
〜
12
月
期
）
で
み

る
と
、
21
年
度
下
期
は
、
全
産
業
で
15
・

２
％
の
減
益
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
21
年
度
通
期
は
、
全
産
業
で
５
・
６
％

の
減
益
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
企
業
の
景
況
感
　
企
業
の
景
況
判
断
Ｂ

Ｓ
Ｉ
を
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
（
21
年

10
〜
12
月
期
）
で
み
る
と
、
製
造
業
で

は
、
「
下
降
」
と
す
る
企
業
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
上
昇
」
超
に
転

じ
て
い
る
も
の
の
、
ウ
ェ
イ
ト
の
高
い
非

製
造
業
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
、
卸
売
・
小
売

な
ど
で
「
下
降
」
と
す
る
企
業
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
下
降
」
超
幅
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
全
産
業
で
は
、
「
下
降
」

超
幅
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

車
販
売
は
、軽
自
動
車
は
前
年
を
下
回

って
い
る
も
の
の
、普
通
乗
用
車
、小
型
乗

用
車
は
減
税
等
の
効
果
か
ら
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、全
体
と
し
て
は

前
年
を
上
回
って
い
ま
す
。中
古
車
販
売

は
前
年
を
下
回
って
い
ま
す
。家
電
販
売

は
、エ
コ
ポ
イ
ン
ト
対
象
商
品
で
あ
る
薄

型
テ
レ
ビ
を
中
心
に
前
年
を
上
回
って
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、個
人
消
費
は
、一部
に
持

ち
直
し
の
動
き
が
続
い
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
旅
行
手
控
え
や
、
国
内
他
地
域

及
び
海
外
旅
行
と
の
競
合
等
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

■大型小売店等販売額、家電卸売額、新車登録台数（前年比）

■主要ホテルの客室稼働率（前年差）、客室単価（前年比） ■入域観光客数（前年比）

■有効求人倍率及び完全失業率 ■新規求人数（前年比）

（資料）
大型小売店等販売額、家電卸売額：当局調査
新車登録台数：沖縄県自動車販売協会

（％）
大型小売店等販売額 家電卸売額 新車登録台数

（％）
客室単価 客室稼働率

（千人）

（資料）沖縄県（資料）当局調査

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

（倍） （％）（％）

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

対前年比H18 H19 H20 H21

▲50

▲40

▲30

▲20

▲10

0
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▲16
▲14
▲12
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▲2
0
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20/10 11
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12 21/1 2 3 4 5 6 7

12 21/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11

8 9 10 11

12

12

21/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1120/119/12 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

▲9.5

▲7.3

▲10.8

7.6

（資料）沖縄労働局（資料）有効求人倍率：沖縄労働局、完全失業率：沖縄県

▲30
▲23
▲16
▲9
▲2
5
12
19
26
33
40

（％）

管内経済情勢報告（平成22年1月）

▲2.3

26.9
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仕事の窓仕事の窓

海
人
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
活
動

　沖
縄
の
海
は
、
様
々
な
種
類
の
サ
ン
ゴ
等
に
よ
り
サ
ン
ゴ
礁
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ン
ゴ
礁
は
、
多
種
多
様
な
魚
介
類
等
の
産
卵
、
幼
稚
仔
魚
の
育
成
・
餌
の

確
保
の
場
と
し
て
水
産
資
源
の
維
持
・
増
大
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
海
水
中
の
有
機
物
の
分
解
や
窒
素
、
リ
ン
等
の
栄
養
塩
の
取
り
込
み
に
よ
る
水
質
浄
化

機
能
に
優
れ
て
お
り
、
良
好
な
沿
岸
域
環
境
を
維
持
し
安
定
し
た
水
産
資
源
を
確
保
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
「
有
性
生
殖
に
よ
る

サ
ン
ゴ
増
殖
の
手
引
き
（
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
）
」
の
中
か
ら
サ
ン
ゴ
礁
を
取
り
巻
く
現
状
と
沖
縄
県
で
の
保
全
活
動
の
取
組
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

農林水産部
○
サ
ン
ゴ
礁
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　
サ
ン
ゴ
礁
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
各

地
域
で
、
開
発
に
よ
る
埋
立
に
加
え
て
、

温
暖
化
に
伴
う
海
水
温
の
上
昇
に
よ
る

白
化
現
象
や
オ
ニ
ヒ
ト
デ
等
の
被
害
な

ど
に
よ
り
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
と
の
報

告
が
あ
り
、
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
省
が
実
施
し
た
自
然
環

境
保
全
基
礎
調
査
に
よ
る
と
、
沖
縄
県

の
サ
ン
ゴ
礁
の
総
面
積
（
１
９
９
０
〜

１
９
９
２
年
調
査
結
果
）
は
、
７
７
，

６
１
１
ｈ
ａ
（
群
集
面
積
２
８
，
２
３

５
ｈ
ａ
）
で
、
そ
れ
以
前
に
１
，
８
８

６
ｈ
ａ
の
サ
ン
ゴ
礁
が
消
滅
し
た
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
サ
ン
ゴ
礁
は
魚
介
類
の
宝
庫
で
す
。

　
水
産
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
サ
ン
ゴ
礁

の
荒
廃
は
、
漁
獲
量
に
も
影
響
を
与
え

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
主
に
サ

ン
ゴ
礁
域
で
操
業
す
る
沿
岸
漁
業
の
漁

獲
量
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

○
サ
ン
ゴ
礁
は
私
た
ち
に
多
く
の
恵
み

を
与
え
て
い
ま
す
。

　
サ
ン
ゴ
礁
は
、
サ
ン
ゴ
が
有
機
態
の

浮
遊
物
を
摂
食
す
る
な
ど
、
物
質
循
環

を
通
し
て
海
水
を
浄
化
す
る
機
能
の
ほ

か
、
多
種
多
様
な
生
き
物
の
繁
殖
・
成

育
・
餌
場
な
ど
の
生
息
場
所
と
な
っ
て

お
り
、
水
産
物
を
安
定
供
給
す
る
好
漁

場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ン
ゴ
礁
域
の
海
岸
は
、
海

水
浴
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
海
神
祭
な
ど
の
伝

統
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
地
域
に
お

け
る
交
流
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
海
岸
線
が
サ
ン
ゴ
礁
に
取

り
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
、
外
海
か
ら

来
襲
す
る
高
波
や
波
浪
を
破
砕
し
、
背

後
集
落
の
人
命
・
財
産
を
海
岸
災
害
か

ら
保
護
し
て
お
り
、
自
然
の
防
波
堤
と

な
っ
て
い
ま
す
。

2

白化現象：海水温の上昇等により造礁サンゴに共生している褐
虫藻が失われると、サンゴは光合成産物を受け取ることができ
ず、死滅します。

オ
ニ
ヒ
ト
デ
：
サ
ン
ゴ
を
好
ん
で
捕
食
す

る
た
め
、
大
量
発
生
が
繰
り
返
さ
れ
る

と
、
サ
ン
ゴ
礁
は
危
機
的
な
被
害
を
受
け

ま
す
。
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HIGOTONO*
MADO
S HIGOTONO*

MADO
S

○
サ
ン
ゴ
礁
を
守
る
様
々
な
取
組
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
漁
業
者
や
地
域
住
民
な
ど
が
行
う
藻

場
・
干
潟
、
サ
ン
ゴ
礁
等
の
機
能
の
維

持
・
回
復
を
目
指
す
保
全
活
動
を
支
援

す
る
制
度
が
平
成
21
年
４
月
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
で
は
、
平
成
21
年
６
月
に
県
、

伊
江
村
、
恩
納
村
及
び
石
垣
市
並
び
に

沖
縄
県
漁
連
を
中
核
と
し
た
「
沖
縄
県

環
境
・
生
態
系
保
全
対
策
地
域
協
議

会
」
を
設
立
し
、
全
国
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
が
開
催
し
た
保
全
活
動
の
計
画

策
定
及
び
実
施
段
階
に
応
じ
た
技
術
情

報
を
提
供
す
る
た
め
の
講
習
会
に
参
加

す
る
と
と
も
に
、
国
の
支
援
制
度
「
環

境
・
生
態
系
保
全
活
動
支
援
事
業
」
を

活
用
し
て
、
サ
ン
ゴ
礁
を
守
り
、
再
生

す
る
地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
　
現
状
把
握

　
サ
ン
ゴ
は
白
化
現
象
や
オ
ニ
ヒ
ト

デ
の
食
害
な
ど
に
よ
っ
て
、
分
布
状

態
が
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
定

期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
に
よ
り

生
息
状
況
等
を
調
査
し
ま
す
。

②
　
種
苗
生
産
と
移
植

　
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
サ
ン
ゴ

の
維
持
・
回
復
を
図
る
た
め
、
陸
上

に
お
い
て
サ
ン
ゴ
の
幼
生
を
育
て
、

サ
ン
ゴ
種
苗
を
海
底
の
岩
盤
等
に
移

植
し
ま
す
。

③
　
食
害
生
物
の
除
去

　
サ
ン
ゴ
を
捕
食
し
て
成
長
す
る
オ

ニ
ヒ
ト
デ
が
大
量
発
生
し
、
サ
ン
ゴ

に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
漁
業
者
や
地
域
住
民
等
が
協
力

し
て
、
オ
ニ
ヒ
ト
デ
等
の
食
害
生
物

の
除
去
を
行
い
ま
す
。

④
　
浮
遊
・
堆
積
物
の
除
去

　
サ
ン
ゴ
類
の
生
育
や
サ
ン
ゴ
礁
内

に
形
成
さ
れ
た
生
態
系
の
保
全
を
図

る
た
め
、
サ
ン
ゴ
礁
周
辺
の
浮
遊
・

堆
積
物
の
除
去
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
保
全
活
動
が
よ

り
多
く
の
市
町
村
で
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
沖
縄
の
財
産
で
あ
る
サ
ン

ゴ
礁
の
維
持
・
回
復
が
図
ら
れ
、
豊
か

な
海
が
再
生
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
引
き
続
き
、

地
域
協
議
会
の
活
動
組
織
が
取
り
組
む

環
境
・
生
態
系
保
全
対
策
活
動
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

石
垣
島
の
海
岸
線
・
・
・
サ
ン
ゴ
礁
は
、
高
波
や

波
浪
か
ら
島
を
保
護
す
る
自
然
の
防
波
堤
と
な
っ

て
い
ま
す
。

食
害
生
物
の
除
去
は
、
主
に
ダ
イ
バ
ー
に
よ
る
駆

除
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

恩
納
村
の
海
・
・
・
サ
ン
ゴ
礁
は
、
多
種
多
様
な

生
物
を
共
存
・
生
産
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

【参考リンク】
　有性生殖によるサンゴ増殖の手引き
―生育環境が厳しい沖ノ鳥島に

おけるサンゴ増殖―
http://www.jfa.maff.go.jp/j/gyoko_gyoz
yo/sub7.html#sango
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仕事の窓
HIGOTONO*
MADO

S HIGOTONO*
MADO

S 仕事の窓

平
成
21
年
度「
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
会
」を
開
催
し
ま
し
た

　
沖
縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄
地
域
農
林
水
産
物
等
輸
出
促
進
協
議
会
は
、
２
月
１
日
、
那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
輸
出
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
「
輸
出

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
会
」
は
輸
出
に
意
欲
の
あ
る
事
業
者
を
対
象
に
、
輸
出
促
進
セ
ミ
ナ
ー
、
展
示
・
商
談
会
、
試
食
会
を
一
体
的
に
開
催
す
る
事
業
で
す
。
今
回
の
開
催
の
様
子
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。
　

農林水産部
Ｔ
Ｅ
Ｃ‐Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）と
は

　
大
規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
、又
は
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、被

災
地
方
公
共
団
体
等
が
行
う
、被
災
状
況

の
迅
速
な
把
握
、被
害
の
発
生
及
び
拡
大
の

防
止
、被
災
地
の
早
期
復
旧
そ
の
他
災
害

応
急
対
策
に
対
す
る
技
術
的
な
支
援
を
円

滑
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
に
発
足
し

た
組
織
の
こ
と
で
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｃ

̶

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
隊
員
は
国
土

交
通
本
省
を
筆
頭
に
国
土
技
術
総
合
政

策
研
究
所
、国
土
地
理
院
、地
方
支
分
部

局
、気
象
庁
に
て
全
国
で
約
２
，６
０
０
名

で
組
織
さ
れ
、沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建

設
部
に
お
い
て
は
平
成
20
年
６
月
に
隊
員

36
名
に
て
発
足
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
全
国
あ
ら
ゆ
る
場
所
で

大
規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
で

も
、
本
省
指
示
等
に
よ
り
全
国
か
ら
Ｔ

Ｅ
Ｃ

̶

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
隊
が
駆
け
つ
け
、

迅
速
な
災
害
対
応
（
技
術
的
支
援
等
）

を
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
は
隊
員
の
災
害
対
応

能
力
の
向
上
を
目
的
に
、
講
義
と
し
て

「
沖
縄
の
防
災
に
つ
い
て
」
、
「
Ｔ
Ｅ

Ｃ

̶

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い

て
」
、
「
他
地
整
の
Ｔ
Ｅ
Ｃ

－

Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｅ
活
動
に
つ
い
て
」
、
「
災
害
査
定

に
つ
い
て
」
、
実
地
研
修
と
し
て
災
害

対
策
機
器
（
災
害
対
策
本
部
車
、
照
明

車
）
の
拡
幅
・
操
作
手
順
の
習
得
、
防

災
ヘ
リ
搭
乗
訓
練
、
現
地
で
の
簡
易
測

量
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
受
講
し
た
隊
員
か
ら
は
「
実
際
に
研

修
に
参
加
し
て
Ｔ
Ｅ
Ｃ

̶

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

と
し
て
の
使
命
を
実
感
し
た
。
全
国
の

被
災
箇
所
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

得
る
た
め
、
常
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
く
持
ち
、
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
い
。
」
等
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

3仕事の窓
HIGOTONO*
MADO

S HIGOTONO*
MADO

S 仕事の窓

大
規
模
自
然
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
の
役
割
に
つ
い
て

　
　
〜
平
成
２１
年
度
Ｔ
Ｅ
Ｃ

‒

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
研
修
を
と
お
し
て
〜

開
発
建
設
部
で
は
１
月
１４
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
２
日
間
、部
内
隊
員
等
２２
名
に
よ
る
Ｔ
Ｅ
Ｃ

ｰ

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

4
開発建設部

災害に関する講義

現地簡易測量訓練

照明車操作訓練

災害対策本部車拡幅訓練

防災ヘリ搭乗訓練

食品輸出の最前線で活躍する海外のバイヤー４名
を講師に迎え、各国の食品市場における最新情報
を提供しました。

世界各都市に販路を持つ国内外のバイヤー（10
名）と県内の事業者との商談の場を提供しまし
た。

　商談に参加したバイヤーは、輸出促進セミナー講
師４名のほか、(株)ショーライ、Top Weal Limited、
クラウン貿易(株)、(株)大井山本商店、(株)ジェイエフ
エー、永和商事(株)からの6名で、展開地域は中国、香港、米国、欧州、ロシアなど。
　県内からは、生鮮野菜・果実、食肉加工品、もずく加工品、黒糖、塩、紅茶、泡盛などを扱う幅広
い業種が参加し、各都市へ展開するバイヤーと精力的に商談を行いました。

出品者が自社商品をアピールするプレゼンテーションを行った後、バイヤーに試食いただ
き、食材の魅力、輸出産品としての可能性についてアドバイスをいただきました。

輸出促進セミナー（参加者約120名）　

展示・商談会（参加事業者21社）　

輸出産品発掘会（参加事業者19社）　

「北京レポート」
鈴渓（天津）国際貿易有限公司　君島英樹 氏

　中国向け水産食品の取扱いの変更、北京の小売店にお
ける販売状況などについて情報提供いただきました。

「タイレポート」
Daisho(Thailand)Co.,Ltd　 加藤秀樹 氏

　タイにおける外食・小売・業務用など食品市場の概況、那
覇空港ハブ化への期待などについて講演いただきました。

「香港レポート」
味珍味（香港）有限公司　デニス・トクアキ・ウー 氏

　栄養表示制度の導入、日本と香港の食文化の違い、香港
市場の戦略方法等について講演いただきました。

「上海レポート」
Joint B&K 樽家邦興 氏

　上海の食品市場、消費者の特徴、上海における日本企業
の成功事例などについて情報提供いただきました。

かち割り黒糖の試食の様子 紅茶の試飲の様子 商品ＰＲの様子

商談会場の様子

講師の話に熱心に耳を傾ける参加者

黒羽沖縄総合事務局次長の挨拶

農林水産物・食品の輸出促進に関する情報についてはこちらをご覧ください。
「輸出オリエンテーションの会」は平成22年度も開催する予定です。

農林水産省ＵＲＬ http://www.maff.go.jp/j/export/index.html　　
沖縄総合事務局ＵＲＬ http://ogb.go.jp/nousui/nousui_yushutu.html 　　
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MADO

S HIGOTONO*
MADO

S 仕事の窓
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催
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S 仕事の窓

大
規
模
自
然
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
の
役
割
に
つ
い
て

　
　
〜
平
成
２１
年
度
Ｔ
Ｅ
Ｃ

‒

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
研
修
を
と
お
し
て
〜

開
発
建
設
部
で
は
１
月
１４
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
２
日
間
、部
内
隊
員
等
２２
名
に
よ
る
Ｔ
Ｅ
Ｃ

ｰ

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

4
開発建設部

災害に関する講義

現地簡易測量訓練

照明車操作訓練

災害対策本部車拡幅訓練

防災ヘリ搭乗訓練

食品輸出の最前線で活躍する海外のバイヤー４名
を講師に迎え、各国の食品市場における最新情報
を提供しました。

世界各都市に販路を持つ国内外のバイヤー（10
名）と県内の事業者との商談の場を提供しまし
た。

　商談に参加したバイヤーは、輸出促進セミナー講
師４名のほか、(株)ショーライ、Top Weal Limited、
クラウン貿易(株)、(株)大井山本商店、(株)ジェイエフ
エー、永和商事(株)からの6名で、展開地域は中国、香港、米国、欧州、ロシアなど。
　県内からは、生鮮野菜・果実、食肉加工品、もずく加工品、黒糖、塩、紅茶、泡盛などを扱う幅広
い業種が参加し、各都市へ展開するバイヤーと精力的に商談を行いました。

出品者が自社商品をアピールするプレゼンテーションを行った後、バイヤーに試食いただ
き、食材の魅力、輸出産品としての可能性についてアドバイスをいただきました。

輸出促進セミナー（参加者約120名）　

展示・商談会（参加事業者21社）　

輸出産品発掘会（参加事業者19社）　

「北京レポート」
鈴渓（天津）国際貿易有限公司　君島英樹 氏

　中国向け水産食品の取扱いの変更、北京の小売店にお
ける販売状況などについて情報提供いただきました。

「タイレポート」
Daisho(Thailand)Co.,Ltd　 加藤秀樹 氏

　タイにおける外食・小売・業務用など食品市場の概況、那
覇空港ハブ化への期待などについて講演いただきました。

「香港レポート」
味珍味（香港）有限公司　デニス・トクアキ・ウー 氏

　栄養表示制度の導入、日本と香港の食文化の違い、香港
市場の戦略方法等について講演いただきました。

「上海レポート」
Joint B&K 樽家邦興 氏

　上海の食品市場、消費者の特徴、上海における日本企業
の成功事例などについて情報提供いただきました。

かち割り黒糖の試食の様子 紅茶の試飲の様子 商品ＰＲの様子

商談会場の様子

講師の話に熱心に耳を傾ける参加者

黒羽沖縄総合事務局次長の挨拶

農林水産物・食品の輸出促進に関する情報についてはこちらをご覧ください。
「輸出オリエンテーションの会」は平成22年度も開催する予定です。

農林水産省ＵＲＬ http://www.maff.go.jp/j/export/index.html　　
沖縄総合事務局ＵＲＬ http://ogb.go.jp/nousui/nousui_yushutu.html 　　
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仕事の窓仕事の窓

沖
縄
初
！「
外
国
人
ひ
と
り
歩
き
点
検
隊
」を
実
施
し
ま
し
た
！

（
那
覇
空
港
〜
首
里
駅
〜
首
里
城
）

　
我
が
国
は
、
「
観
光
立
国
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
２
０
１
０
年
ま
で
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
数
を
１
０
０
０
万
人
に
、
ま
た
、
２
０
１
６
年
ま
で
に
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
数
を
２
０
０
０
万
人
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
外
国
人
受
入
体
制
の
整
備
に
向
け
て
様
々
な
取
組
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
外
国
人
観
光
客

が
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
、
ひ
と
り
歩
き
で
き
る
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
も
重
要
な
施
策
で
す
。

　
今
般
、
沖
縄
総
合
事
務
局
は
、
管
内
で
初
め
て
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
「
那
覇
空
港
〜
首
里
駅
〜
首
里
城
」
に
お
い
て
外
国
人
の
視
点
か
ら
案
内
表
示
等
の
情

報
提
供
の
実
施
状
況
を
調
査
す
る
「
ひ
と
り
歩
き
点
検
隊
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

運輸部
【
調
査
概
要
】

　
外
国
人
観
光
旅
客

が
実
際
に
移
動
す
る

経
路
を
設
定
し
、
外

国
人
モ
ニ
タ
ー
（
英

語
１
名
、韓
国
語
１
名
、

中
国
語
２
名（
繁
体・

簡
体
））が
既
設
の
案

内
表
示
等
を
頼
り
に
、

那
覇
空
港
か
ら
目
的

地
で
あ
る
首
里
城
ま

で
実
際
に
移
動
し
、

施
設
等
に
お
い
て
外

国
語
に
よ
る
案
内
表

示
等
を
確
認
し
ま
し

た
。

5

平成２１年度沖縄総合事務局

「外国人ひとり歩き点検隊」調査スキーム

「外国人ひとり歩き点検隊」実施スケジュール及び調査ルート

外国人観光旅客に対する情報提供実地調査（外国人ひとり歩き点検隊）
＜那覇空港～首里駅～首里城＞

那覇空港から主要な観光地である首里城への移動の際、主要な交通結節点において
情報提供の内容・方法に連続性・一貫性が十分確保されていないなど、外国人観光旅客
にとって分かりにくい状況となっており、必要とすべき情報が適切に伝わっていない。

外国人観光旅客が実際に移動する経路を設定し、外国人モニター（英語１名、韓国
語１名、中国語２名（繁体・簡体））が既設の案内表示等を頼りに、那覇空港から目的
地である首里城まで実際に移動し、施設等において外国語による案内表示等を確
認する。

点検結果をとりまとめ、外国人モニターと関係機関等との間で意見交換を行い、
その結果を今後の関連施設等の効果的な整備への参考とする。

時　刻

徒歩 徒歩モノレール

9:30 集合　那覇空港国際線到着口

13:00 集合　那覇空港国際線到着口

10:00

～

12:00

調査 那覇空港国際線到着口
 ↓
 那覇空港国内線到着口
 ↓
 那覇空港駅
 ↓
 首里駅
 ↓
 首里城

13:30

～

15:30

調査 那覇空港国際線到着口
 ↓
 那覇空港国内線到着口
 ↓
 那覇空港駅
 ↓
 首里駅
 ↓
 首里城

調査ルート １／１９（火）

英語圏調査
中国語
（簡体字）
圏調査

韓国語圏調査

中国語
（繁体字）
圏調査

１／２０（水）

【現状】

「ひとり歩き点検隊」

意見交換会

那覇空港到着口
（国内線/国際線）

モノレール
那覇空港駅

モノレール
首里駅 首里城
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HIGOTONO*
MADO
S HIGOTONO*

MADO
S

①
【
那
覇
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
】

　
海
外
、
県
外
か
ら
那
覇
空
港
に
到
着

し
た
こ
と
を
想
定
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
内

の
案
内
表
示
を
点
検
し
ま
し
た
。

②
【
那
覇
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
↓
モ
ノ

レ
ー
ル
那
覇
空
港
駅
】

　
既
設
の
案
内
表
示
に
て
那
覇
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル
那
覇
空

港
駅
ま
で
円
滑
に
移
動
で
き
る
か
点
検

し
ま
し
た
。

③
【
モ
ノ
レ
ー
ル
】

　
駅
の
表
示
に
よ
り
目
的
地
の
最
寄
り

駅
、
運
賃
の
確
認
、
券
売
機
で
の
購
入
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
状
況
を
点
検
し
ま
し
た
。

④
【
モ
ノ
レ
ー
ル
首
里
駅
↓
首
里
城
】

　
既
設
の
案
内
表
示
等
を
頼
り
に
、
モ

ノ
レ
ー
ル
首
里
駅
か
ら
首
里
城
ま
で
徒

歩
で
の
移
動
が
円
滑
に
行
え
る
か
点
検

し
ま
し
た
。

⑤
【
首
里
城
到
着
】

　
言
語
別
に
移
動
の
円
滑
さ
に
差
が
出

ま
し
た
が
、
モ
ニ
タ
ー
全
員
が
無
事
に

首
里
城
に
到
着
で
き
ま
し
た
。

⑥【
外
国
人
モ
ニ
タ
ー
と
の
意
見
交
換
会
】

　
点
検
終
了
後
に
施
設
管
理
者
等
と
外

国
人
モ
ニ
タ
ー
と
の
意
見
交
換
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、外
国
人
モ
ニ
タ
ー
か

ら「
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム（
絵
文
字
や
絵
単
語
）

を
多
く
活
用
し
て
も
ら
う
と
わ
か
り
や
す

い
」（
英
語
圏
）、「一部
の
要
所
に
案
内
表
示

が
無
か
っ
た
」（
韓
国
語
圏・中
国
語
圏
）の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
、施
設
管
理
者
側
か
ら

は「
過
去
に
手
直
し
を
加
え
る
な
ど
整
備

し
て
き
た
が
、今
回
の
意
見
を
参
考
に
今

後
の
整
備
に
向
け
て
検
討
し
た
い
」と
の
コ

メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
ひ
と
り
歩
き
点
検
隊
」
に
お
い
て

外
国
人
モ
ニ
タ
ー
か
ら
い
た
だ
い
た
御

意
見
等
は
、
今
後
関
係
者
に
お
い
て
関

連
施
設
等
を
整
備
す
る
際
の
参
考
と
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
他
の
交
通
結

節
点
で
の
外
国
人
受
入
体
制
整
備
の
参

考
事
例
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
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kyokuno     Ugoki

「入札談合」は、国や地方公共団体な
どの公共工事や物品の公共調達に関する
入札の際､入札に参加する事業者たちが事
前に相談して、受注事業者や受注金額など
を決めてしまう行為で独占禁止法で禁止
されています。事業者間の競争が正しく行
われていれば、より安く発注できた可能性
があり、入札談合は税金のムダづかいにも
つながります。本来、入札は厳正な競争を
行うことを目的としているため、入札談合
は公共の利益を損なう非常に悪質な行為
です。
　このため、公正取引委員会では、入札談
合の未然防止を徹底するためには、発注機
関側の取組が極めて重要であるとの観点
から、毎年、国や地方公共団体等が実施す
る独占禁止法及び入札談合等関与行為防
止法の研修会に講師を派遣したり、独自に
研修会を開催するなど積極的な取組を行
っています。
　沖縄県内においては、沖縄総合事務局
公正取引室が、県内に所在する国の機関

等を対象とした「公共入札に関する連絡担
当官会議」を開催し、協力体制強化を図る
とともに、沖縄県及び県内市町村等の調達
担当者を対象とした「入札談合問題に関す
る研修会」に講師派遣を行っています。
　本年度、公正取引室は、昨年１２月２１日
に那覇市おもろまちの那覇第2地方合同
庁舎において「公共入札に関する連絡担当
官会議」を開催（３４名出席）したほか、同月
２２日には那覇市の沖縄県庁講堂において
「入札談合問題に関する研修会」に講師派
遣（７６名出席）を行いました。
　また、本年度から、新たな試みとして、各
地に出向いて研修会を開催しており、昨年
１１月２６日に、北部広域市町村圏事務組合
との共催により、名護市を始めとした沖縄
県北部地域１２市町村の調達担当者等を
対象とした研修会を開催（５１名出席）しま
した。
　これらの会議や研修会では、当室から独
占禁止法やいわゆる官製談合防止法につ
いて過去の入札談合事件を紹介しながら

説明を行い、参加された皆さんは、独占禁
止法等への理解を深めるべく熱心に聞き
入っていました。
　なお、当室では、県民の皆様からの独占
禁止法又は下請法に違反する疑いに関す
る情報（申告）を受け付けております。

総　務　部 入札談合行為の排除・未然防止のための取組
～発注機関との会議等を開催～

1月16日(土)、「生活設計・資産
運用について考えるシンポジウム」を金

融庁と共同で開催し、地域住民の方々約

130人が参加されました。

　このシンポジウムは、金融商品・サー

ビスが多様化する中、国民が内容を理解

し、自らの判断と責任でこれらを主体的

に選択できるよう、金融の仕組みや取引

ルール等に対する国民の知識・理解を深

めることを目的に開催したものです。

　今回のシンポジウムでは、竹澤沖縄総

合事務局長の挨拶の後、ＦＰアソシエイ

ツ＆コンサルティング㈱代表取締役の神

戸孝氏が「『守りながら増やす』これか

らの資産運用」と題して講演し、個人投

資家がとるべき投資に関する基本的な考

え方を紹介するとともに、ＮＰＯ法人消

費者センター沖縄の小那覇涼子理事長に

よる金融トラブル事例のプレゼンテーシ

ョンが行われました。

　また、藤沢久美氏（シンクタンク・ソ

フィアバンク副代表）をコーディネータ

ーにパネルディスカッションが行われ、

神戸孝氏、永田均氏（琉球大学法科大学

院教授）、小那覇涼子氏、宮里一氏（㈱

琉球銀行営業統括部長）の各パネリスト

から、資産運用に関する留意点、金融ト

ラブルに巻き込まれないために必要な心

構えや金融機関側から見た投資に関する

視点など、活発な議論が交わされました。

　参加者からは、「いろいろ得るものが

あり、とても有意義なシンポジウムだっ

た。」、「消費者の知識を深めるため、

これからも開催してほしい。」等の感想

が多く寄せられました。

財　務　部 「生活設計・資産運用について考えるシンポジウム」を開催

Sou
mub
u

Zaim
ubu

○申告窓口
　総務部公正取引室
　那覇市おもろまち２－１－１
　那覇第２地方合同庁舎２号館６階
　TEL　０９８－８６６－００４９
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総務
部

財務
部

経済
産業
部
開発
建設
部

運輸
部

農林
水産
部

２月４日（木）、　沖縄県立博物館・美
術館講堂において、財務部主催による「地

域密着型金融に関するシンポジウムinおき

なわ―金融円滑化と沖縄において求めら

れる金融機関の役割について―」が開催さ

れ、一般の方々をはじめ、金融機関、商工団

体、行政機関など約１４０名が参加しました。

　このシンポジウムは、地域金融機関（地

域銀行及び信用金庫）による地域密着型金

融に関する取組内容等を広く地域の皆様

に紹介するとともに、地域金融機関に対し

て取組の動機付けを行い、地域密着型金

融の一層の推進等を図ることを目的に開

催しており、今回で４回目となります。

　シンポジウムでは、竹澤沖縄総合事務局

長 の 挨 拶 の 後 、沖 縄 銀 行 の「ＳＲ

(STRONG RELATION) 活動」が特色ある

取組事例として報告され、

竹澤局長より顕彰されま

した。

　続いて、山内眞樹氏

（公認会計士）をコーディ

ネーターに、稲嶺盛福氏

（沖縄県中小企業団体中

央会副会長）、野中正信

氏（宜野湾市商工会事務

局長）、永田均氏（琉球大

学法科大学院教授）、城

間貞氏（公認会計士）、安

里昌利氏（沖縄県銀行協会会長）、池端透

氏（琉球銀行常務取締役）、山城輝雄氏（沖

縄海邦銀行取締役審査第一部長）をパネリ

ストとして、「金融円滑化と沖縄において求

められる金融機関の役割について」をテー

マにパネルディスカッションが行われ、地域

金融機関の今後の役割・方向性などについ

て予定時間をオーバーするほど熱心で活

発な意見が交わされました。

財　務　部 「地域密着型金融に関するシンポジウムinおきなわ」を開催

有資格通訳ガイドの確保のため、
平成１８年４月１日から通訳ガイドへの参入

規制の緩和等を内容とする改正通訳案内

士法等が施行されるとともに、平成１８年

度から海外でも通訳案内士試験が実施さ

れております。これを受けまして、平成１７

年度の第１回を皮切りに、「通訳ガイド制

度」周知活動を実施しているところであり

ますが、平成２１年度も引き続き、無資格通

訳ガイドを排し、有資格通訳ガイドの活用

を促す観点から、「通訳ガイド制度周知強

化月間（２／１～２／２６）」として実施しま

した。

　その際には、幅広い観光関係者の協力

を得て、首里城を訪れている外国人旅行者

やビジット・ジャパン案内所、インバウンド取

扱旅行業者等を対象

に、通訳ガイド活用の

メリットに加え、特に

①無資格ガイドが違

法であること（５０万

円以下の罰金）、②平

成１８年度より海外４

都市（ソウル市、北京

市、香港及び台北市）

でも通訳案内士試験

を実施していること、

③都道府県の区域内

でのみ活動できる「地域限定通訳案内士」

資格制度が創設されており、沖縄県でも導

入されていること、の３点に重点を置いて

周知を図りました。

運　輸　部 平成２１年度 通訳ガイド制度周知強化月間の実施について
Uny
ubu

Zaim
ubu

通訳ガイド制度に関するリーフレット（英語・韓国語・中国語（繁体字・簡体字））

ビジット・ジャパン案内所への周知活動（那覇空港内）

観光地における個別指導及び周知活動（首里城）
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なかゆくいSeries6
経済産業部
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省
エ
ネ
法
と
は

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
つい
て
の
行
動
が
高
ま

る
に
つ
れ
、「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
省
エ
ネ
法
」と
い

う
言
葉
を
耳
に
し
、眼
に
す
る
機
会
が
増
え
て

き
ま
し
た
。

　

実
は
こ
の「
省
エ
ネ
法
」と
い
う
名
称
は
略
称

で
は
な
く
、「
通
称
」で
す
。

　

正
式
名
称
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理

化
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、「
省
エ
ネ
法
」と
い

い
ま
す
）で
、石
油
危
機
を
契
機
に
１
９
７
９
年

（
昭
和
54
年
）に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

省
エ
ネ
法
は
、「
国
内
外
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
め
ぐ
る
経
済
的
社
会
的
環
境
に
応
じ

た
燃
料
資
源
の
有
効
な
利
用
の
確
保
に
資
す

る
た
め
、工
場
・
事
業
場
等
に
つ
い
て
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
所
要
の
措

置
等
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、も
っ
て
国
民
経
済

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」を
目
的

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、平
成
20
年
に
改
正
さ

れ
、今
般
、そ
れ
ら
が
完
全
実
施
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
、皆
様
方
に
、復
習
の
意
味
も
兼
ね

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
主
な
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

○
指
定
基
準
の
改
正

①
工
場・事
業
場
単
位
か
ら
企
業
単
位
へ

今
回（
平
成
20
年
5
月
）の
改
正
で
は
、こ
れ
ま

で
の
工
場
・
事
業
場
ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

か
ら
、企
業
全
体
で
の
管
理
に
変
わ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、企
業
全
体（
本
社
、工
場
、支
店
、

「省エネ法」が変わります！！

営
業
所
な
ど
）の
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量（
原
油
換
算
値
）が
合
計
し
て
１
，５
０
０

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
以
上
で
あ
れ
ば
、そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
を
企
業
単
位
で
国（
沖
縄
県

内
は
当
局
が
担
当
し
て
い
ま
す
）へ
届
け
出

て
、特
定
事
業
者
の
指
定
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

②
特
定
連
鎖
化
事
業
者
も
新
た
に
規
制
の

対
象
と
な
り
得
ま
す
。例
え
ば
、コ
ン
ビ
ニエ

ン
ス
ス
ト
ア
等
の「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー

ン
」も
同
様
で
、事
業
全
体
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
を
行
う
必
要
性
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
本
部
が
行
っ
て

い
る
事
業
に
つ
い
て
、約
款
等
の
取
決
め
で
一

定
の
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、か
つ
、フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
契
約
事
業
者（
加
盟
店
）を
含
む

企
業
全
体
の
年
間
の
合
計
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量（
原
油
換
算
値
）が
１
，５
０
０
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
以
上
で
あ
れ

ば
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

チ
ェ
ー
ン
本
部
が
そ

の
合
計
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
を
国
へ
届
け

出
て
、特
定
連
鎖
化

事
業
者
の
指
定
を

受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
指
定
工

場
の
指
定
に
つ
い
て

は
、こ
れ
ま
で
同
様

に
一
定
規
模
以
上
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用

す
る
工
場・事
業
場
等
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
指

定
工
場
の
指
定
を
う
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
報
告
書
等
の
提
出
単
位
の
変
更

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
指
定
工
場
の
義
務
の
う

ち
、定
期
報
告
書
、中
長
期
計
画
書
の
提
出
が

従
来
の
工
場・事
業
場
単
位
で
の
提
出
か
ら
企

業
単
位
で
の
提
出
に
変
わ
り
ま
す
。

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
統
括
者
等
の
創
設

　

特
定
事
業
者
及
び
特
定
連
鎖
化
事
業
者

は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
統
括
者（
企
業
の
事
業

経
営
に
発
言
権
を
持
つ
役
員
ク
ラ
ス
の
者
な

ど
）と
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
企
画
推
進
者（
エ
ネ

ル
ギ
ー
管
理
統
括
者
を
実
務
面
で
補
佐
す
る

者
）を
そ
れ
ぞ
れ
１
名
選
任
し
、企
業
全
体
と

し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
体
制
を
推
進
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

1,000k + 600k + 100k
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1,500

4/1

エネルギー使用合理化シンポジウムの様子

19

じ
て
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量（
原
油
換
算

ｋ
ｌ
）を
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、事
業
所
ご
と
に
各
月
ア
〜
ウ
を
行
い

事
業
所
ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
求
め
て

か
ら
合
計
す
る
手
順
も
あ
り
ま
す
。

○
合
計
が
１
，５
０
０
ｋ
ｌ
以
上
の
場
合
は
、平

成
22
年
度
に
経
済
産
業
局
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　

燃
料
の
発
熱
量
、熱
の
係
数
、電
気
の
換
算

係
数
の
具
体
的
数
値
、集
計
用
の
簡
易
ツ
ー
ル

は
以
下
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
実
務
編
）
の
開
催

　

平
成
22
年
2
月
3
日
に「
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

合
理
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
実
務
編
）」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
改
正
省
エ
ネ
法
の
手

続
き
と
提
出
書
類
の
掲
載
方
法
」、「
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
関
係
」に
つ

い
て
講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、省
エ
ネ
の
事
例
紹
介

と
い
う
こ
と
で
、オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
さ

ん
か
ら「
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
リ

オ
ン
社
省
エ
ネ
の
取
組
」を
御
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
改
正
省
エ
ネ
法
に
つ
い
て
の
説
明

会
等
を
随
時
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、企
業
の

方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、是
非
、御
参
加
く
だ
さ

い
。

　

今
回
は
概
略
を
御
紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、

御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、以
下
の
お
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
御
連
絡
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

企
業
全
体
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

の
把
握

　

今
回
の
改
正
に
伴
い
、企
業
全
体
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
の
把
握
に
努
め
て
い
た
だ
く
必
要

が
発
生
い
た
し
ま
す
。

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
デ
ー
タ
の
記
録

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
は
平
成
21
年
4
月
か

ら
1
年
間
記
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。以

下
フ
ロ
ー
図
の
と
お
り
、企
業
全
体
で
の
年
間

の
合
計
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量（
平
成
21
年
4
月

〜
22
年
3
月
ま
で
）を
正
確
に
把
握
し
、１
，

５
０
０
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
以
上
で
あ
れ
ば
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
状
況
届
出
書
を
平
成
22
年
度
に
管

轄
の
経
済
産
業
局（
沖
縄
に
お
い
て
は
沖
縄
総

合
事
務
局
経
済
産
業
部
。以
下
同
様
）へ
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
ポ
イ
ン
ト

①
平
成
21
年
4
月
か
ら
1
年
間
、全
て
の
工

場・事
業
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量（
原
油
換
算

値
）を
把
握
し
て
く
だ
さ
い（
例　

電
気・ガ
ス

に
つ
い
て
は
、毎
月
の
検
針
票
に
示
さ
れ
る
使

用
量
で
把
握
）。

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
以
下
ア
〜
ウ
の
手
順

で
原
油
換
算
値
へ
換
算
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
．　

使
用
し
た
燃
料・熱・ガ
ス・電
気
ご
と
に
全

社
の
年
間
の
使
用
量
を
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
．
ア
の
使
用
量
に
燃
料
の
熱
量
、
熱
の
係

数
、
電
気
の
換
算
係
数
を
乗
じ
て
熱
量
（
Ｇ

Ｊ
）
を
求
め
た
後
、
合
計
し
て
年
間
に
使
用

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
（
熱
量
合
計
、
Ｇ
Ｊ
）

を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

ウ
．　
イ
の
年
間
の
使
用
熱
量
合
計（
Ｇ
Ｊ
）に
、

０
．０
２
５
８（
原
油
換
算
ｋ
ｌ
／
Ｇ
Ｊ
）を
乗

※
燃
料
の
発
熱
量
、
熱
の
係
数
、
電
気

の
換
算
係
数
の
具
体
的
数
値
、
集
計
用

の
簡
易
ツ
ー
ル
は
こ
ち
ら
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

御
参
照
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.eccj.or.jp/law

0
6
/

xls/03_00.xls

【お問い合わせ先】　内閣府沖縄総合事務局経済産業部　
　　　　　　　　環境資源課／エネルギー対策係  　℡ 098-866-1757
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内
閣
府
で
は
、
今
年
の
夏
も
「
ア
ジ
ア

青
年
の
家
」
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
ア
ジ
ア
青
年
の
家
」
は
、
日
本
及
び

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア

各
国
な
ど
の
青
年
が
、
夏
休
み
期
間
中
の

約
３
週
間
を
、
東
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置

す
る
沖
縄
で
共
同
生
活
を
行
い
な
が
ら
、

環
境
問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
共
に
学
習

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

●

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
約
３
週
間
の
日
程
を

３
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
け
、
水
を
巡
る

環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
県
内
各
地
の
施

設
や
自
然
を
舞
台
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
研
究
者
や
企

業
関
係
者
に
よ
る
講
義
や
海
浜
の
清
掃
活

動
を
通
じ
た
漂
着
ゴ
ミ
の
実
態
調
査
を
始

め
と
す
る
体
験
学
習
、
宇
宙
飛
行
士
の
毛

利
衛
さ
ん
な
ど
一
流
科
学
者
を
招
い
て
の

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
※
）
な
ど
、
興
味
深

い
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
盛
り
込
む
予
定

で
す
。（
掲
載
の
写
真
は
昨
年
の
活
動
の
様
子

で
す
。）

　

ま
た
、
ハ
ー
リ
ー
競
漕
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
な
ど
沖
縄
の
豊
か
な
自
然
・
文
化

の
体
験
、
参
加
青
年
に
よ
る
各
国
の
文
化

発
表
の
場
も
設
け
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

Naikakufu Dayori

M
uribushi

内閣府だより
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n 毛利衛さんの講演

海浜清掃活動の様子

Dr. Rainwater 村瀬誠さんの講義

─「アジア青年の家２０１０」について ─
h t t p : / / a y e p o . g o . j p /

※
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
ア
ジ
ア
青
年
の

家
」参
加
青
年
の
他
、科
学
技
術
や
環
境
問

題
に
関
心
の
あ
る
一
般
の
中
高
生
の
皆
さ
ん

に
も
参
加
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
中
高
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。本
号
お
知
ら
せ
欄『「
ア

ジ
ア
青
年
の
家
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か
』（
２１

頁
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　内閣府では、今年の夏休み期間中、日本及びアジア
諸国の中高生が沖縄の地で一堂に会し、約３週間、共
通体験を経ることにより、将来イノベーションを起こ
す人材を育成する「アジア青年の家」事業を行います。
　この事業に参加する中高生の皆さんを募集しま
す。応募要件や応募方法などの詳細については、「ア
ジア青年の家」ウェブサイトに掲載しますので、ぜひ
ご覧ください。
　チャレンジ精神旺盛な皆さんのご応募をお待ちし
ています。
◇本号２０頁の「内閣府だより」もご覧ください。

「アジア青年の家２０１０」に参加しませんか？

○内閣府では、将来を担う国際感覚豊
かな青年を育成するため、様々な国
際交流事業を実施しています。
○現在、平成２２年度に実施する「国際
青年育成交流」（９月）、「日本・中国
青年親善交流」（９月）、「日本・韓国
青年親善交流」（９月）、「東南アジア
青年の船」（１０～１２月）、「世界青年
の船」（平成２３年１～３月）の参加青
年（１８～３０歳を対象）を募集してい
ます。

平成２２年度内閣府青年国際交流事業
について

◉募集対象　中学３年生～高校２年生
◉募集期間　４月１２日（月）～５月１１日（火）
◉「アジア青年の家」ウェブサイト　ＵＲＬ：http://ayepo.go.jp/
◉ 問い合わせ先 内閣府政策統括官(沖縄政策担当)付
 「アジア青年の家」推進室
 ＴＥＬ：０３－３５８１－０９９３（直通）
 E-mail：i.okinawa-seinen@cao.go.jp

◉問い合わせ先 内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付国際第1担当 TEL：０３-３５８１-１１８１
 ホームページ▶http://www.cao.go.jp/koryu/
 沖縄県福祉保健部　青少年・児童家庭課   TEL：０９８-８６６-２１７４
 ホームページ▶http://www3.pref.okinawa.jp/site/cateview.jsp?cateid=83

昨年の様子（参加者の記念撮影）

昨年の様子（JICA研修生との交流）

平成21年度「東南アジア青年の船」事業における出港式（フィリピン）

プレセッション 第１セッション 第２セッション まとめ
期　間 ８月6日～９日 ８月１０日～１６日 ８月１９日～22日 8月 23日

テーマ 多様な文化体験を通じた絆づくり 水問題の現状と課題を学ぶ 水問題の解決策を考える 成果発表

考え方
沖縄の文化などを体験しなが
ら、他国・他地域の青年との
相互理解や絆を深めます。

アジア諸国などで起こってい
る水問題の現状と課題をあら
ゆる角度から学びます。

水問題の解決に向けた企業な
どの取組などの学習や参加者
同士のディスカッションを通
じて、成果の構築を行います。

参加者によってま
とめた成果を閉会
式の場で発表しま
す。

※１　第１セッションと第２セッションの間に、オープンセミナー（那覇市）及びホームスティ（伊江島）を実施する予定です。
※２　事情により、プログラムの構成に変更があり得ます。
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内
閣
府
で
は
、
今
年
の
夏
も
「
ア
ジ
ア

青
年
の
家
」
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
ア
ジ
ア
青
年
の
家
」
は
、
日
本
及
び

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア

各
国
な
ど
の
青
年
が
、
夏
休
み
期
間
中
の

約
３
週
間
を
、
東
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置

す
る
沖
縄
で
共
同
生
活
を
行
い
な
が
ら
、

環
境
問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
共
に
学
習

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

●

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
約
３
週
間
の
日
程
を

３
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
け
、
水
を
巡
る

環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
県
内
各
地
の
施

設
や
自
然
を
舞
台
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
研
究
者
や
企

業
関
係
者
に
よ
る
講
義
や
海
浜
の
清
掃
活

動
を
通
じ
た
漂
着
ゴ
ミ
の
実
態
調
査
を
始

め
と
す
る
体
験
学
習
、
宇
宙
飛
行
士
の
毛

利
衛
さ
ん
な
ど
一
流
科
学
者
を
招
い
て
の

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
※
）
な
ど
、
興
味
深

い
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
盛
り
込
む
予
定

で
す
。（
掲
載
の
写
真
は
昨
年
の
活
動
の
様
子

で
す
。）

　

ま
た
、
ハ
ー
リ
ー
競
漕
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
な
ど
沖
縄
の
豊
か
な
自
然
・
文
化

の
体
験
、
参
加
青
年
に
よ
る
各
国
の
文
化

発
表
の
場
も
設
け
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

Naikakufu Dayori

M
uribushi

内閣府だより
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n 毛利衛さんの講演

海浜清掃活動の様子

Dr. Rainwater 村瀬誠さんの講義

─「アジア青年の家２０１０」について ─
h t t p : / / a y e p o . g o . j p /

※
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
ア
ジ
ア
青
年
の

家
」参
加
青
年
の
他
、科
学
技
術
や
環
境
問

題
に
関
心
の
あ
る
一
般
の
中
高
生
の
皆
さ
ん

に
も
参
加
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
中
高
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。本
号
お
知
ら
せ
欄『「
ア

ジ
ア
青
年
の
家
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か
』（
２１

頁
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　内閣府では、今年の夏休み期間中、日本及びアジア
諸国の中高生が沖縄の地で一堂に会し、約３週間、共
通体験を経ることにより、将来イノベーションを起こ
す人材を育成する「アジア青年の家」事業を行います。
　この事業に参加する中高生の皆さんを募集しま
す。応募要件や応募方法などの詳細については、「ア
ジア青年の家」ウェブサイトに掲載しますので、ぜひ
ご覧ください。
　チャレンジ精神旺盛な皆さんのご応募をお待ちし
ています。
◇本号２０頁の「内閣府だより」もご覧ください。

「アジア青年の家２０１０」に参加しませんか？

○内閣府では、将来を担う国際感覚豊
かな青年を育成するため、様々な国
際交流事業を実施しています。
○現在、平成２２年度に実施する「国際
青年育成交流」（９月）、「日本・中国
青年親善交流」（９月）、「日本・韓国
青年親善交流」（９月）、「東南アジア
青年の船」（１０～１２月）、「世界青年
の船」（平成２３年１～３月）の参加青
年（１８～３０歳を対象）を募集してい
ます。

平成２２年度内閣府青年国際交流事業
について

◉募集対象　中学３年生～高校２年生
◉募集期間　４月１２日（月）～５月１１日（火）
◉「アジア青年の家」ウェブサイト　ＵＲＬ：http://ayepo.go.jp/
◉ 問い合わせ先 内閣府政策統括官(沖縄政策担当)付
 「アジア青年の家」推進室
 ＴＥＬ：０３－３５８１－０９９３（直通）
 E-mail：i.okinawa-seinen@cao.go.jp

◉問い合わせ先 内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付国際第1担当 TEL：０３-３５８１-１１８１
 ホームページ▶http://www.cao.go.jp/koryu/
 沖縄県福祉保健部　青少年・児童家庭課   TEL：０９８-８６６-２１７４
 ホームページ▶http://www3.pref.okinawa.jp/site/cateview.jsp?cateid=83

昨年の様子（参加者の記念撮影）

昨年の様子（JICA研修生との交流）

平成21年度「東南アジア青年の船」事業における出港式（フィリピン）
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広
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集
・
発
行
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閣
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沖
縄
総
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事
務
局
総
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部
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務
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〒
900-0006 沖

縄
県
那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
2丁
目
1番
1号
　TEL.098-866-0031・

0044（
代
表
）　

広報誌【群星】に対する「皆様の声」をお待ちしています。

3
4

2010

April

［特集1］

［特集2］

戸別所得補償モデル対策が4月からスタートします
農林水産部

［特集3］経済産業部

総務部

3 4 年2010 March

沖縄総合事務局 広報誌／第328号

平成22年度内閣府沖縄担当部局
予算案決定

「景気対応緊急保証」の創設等の
中小企業資金繰り対策について


